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20260726  猪高の森自然観察会  2026年 7月報告書 

猪高の森自然観察だより 2026・7月号   

開催日時：2026 年 7 月 26 日（日）  

テーマ：水辺の生き物たち 

天候：晴れ  気温：最低 27.8℃、最高 38.2℃ （名古屋に 於い

て）   

参加者：9 名（内 NACS-J 会員 2 名）  

コース： 森の集会所 → 枕木道 → すり鉢池→ 復路 → 森の集会所 （地図は下記 URL

から見ることができます。）       itakaleaflet20220112.pdf 

               

７月 20 日が梅雨明けとなりました。 新設の「酷暑日」が、頻繁に使われるようになっています。 

今年は春の花の進み具合が早いように感じました。 

猪高の森の生き物たちも、暑さ故に季節ごとの振る舞いや行動パターンが変わっていくのでし

ょうか？                                   （左上の画像は、ニイニイゼミ抜け殻）                          

〇水辺の生き物たち 

 ７月は「サマースクール」や「自然体験会」「定例会」など、水辺の生き物たちを観察する機会が

多くありました。見られた生き物たちを紹介します。 

 

 

 

スジエビの仲間 マツモムシ アメリカザリガニ（幼体・外来種） 

とオタマジャクシ 

カムルチー（外来種） アメンボの仲間 

https://sizen.ciao.jp/introduction/itakaleaflet20220112.pdf
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 この場で観られた生き物たちは、比較的大きな動物たちですが、水の中にはもちろん植物も生

えていますし、ルーペや顕微鏡を使わないと良く見えない小さな生き物たちも、多数生きていま

す。（付記：ドジョウも確認されました。） 

 在来の生き物の世界全体に外来種が入り込み、在来種の住処を脅かしています。 

・飼っている生き物を在野に離さないでください。 

・野外で捕らえ飼い始めた生き物は、再び野外に放さないでください。 

・飼っている生き物は死ぬまで面倒を見てあげてください。 

                                     この３つを切に願います。 

カダヤシ（外来種） 

ウシガエルのオタマジャクシ（外来種） 

ミシシッピアカミミガメ（外来種） 

クサガメ 

ウシガエル（成体・外来種） ヤゴ（トンボの幼虫） 
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〇猪高の森で「シタベニハゴロモ」が確認された！？ 

 

シタベニハゴロモは、中国など

のアジア原産で、羽を開くと鮮や

かな赤色（紅色）が現れる外来の

カメムシの仲間（ビワハゴロモ科）

です。ニワウルシ（シンジュ）やブ

ドウ、ナシなどの樹液を吸って植物を弱らせるほか、排泄

物の「甘露」で葉を汚す「すす病」を起こす害虫として知ら

れています。  

日本では、 2009年に石川県で初めて見つかり、北

陸地方を中心に、大阪府（2017年）や岡山県（2019年）、滋賀県、岐阜県、富山県など近畿・中

部・中国地方の一部でも確認されています。名古屋市でも、いくつかの緑地で確認され始めてお

り、分布を拡大しつつあると観られています。猪高の森でも、今回初めての確認と思われます。 

前述したように、名前の由来は後翅に鮮やかな赤い模様があることですが、この幼虫は、黒地

に白い点々があり、終齢幼虫になると赤地に白い点々になるなど、他に類を見ない色合いなの

で、観察する出会いがきっとあると思っています。 

基本的に果樹栽培など農業上において被害を及ぼす可能性のある外来種ですので、見かけ

たら捕殺することをお勧めします。 

 

〇ヤブカラシの花はこの時期の大切な蜜源です。 

  

 ヤブカラシは、林縁などによく観られるつる性植物で、樹を覆ってしまうほど繁茂している場所を

見かける事もあります。 

シタベニハゴロモ（成虫） 八竜緑地にて 

後翅は鮮やかな赤 猪高緑地にて 
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 この花は、開花植物の少ない時期のチョウをはじめ虫たちにとっては大切な蜜源となっていま

す。右の画像は花の拡大図ですが、黄色い部分が蜜で光るほどです。白い部分は雄しべで、雄

しべが終わると次に雌しべが成熟し、黄色がピンク色に変わります。 

 小さい花ですが、蜜を求める虫たちの生活を支えています。 

 

〇ヤブミョウガには、雄花と両性花がありました。 

 

7 月の初めには咲き

はじめでしたが、末には

熟した青紫色の果実と

咲いている花の両方を

観ることが出来ました。 

                 ヤブミョウガの花には

「両性花」と「雄花」の２

種類があります。（雄花と

雌花の２種類と記してあ

る説明もあります。） 

 両性花は雌しべが長く

突き出ていますが、雄花

の雌しべは短くてほとん

ど目立ちません、おそら 

  く雌しべとしての機能が 

  失われてしまっているの  

 でしょう。 花後に実を付けるべく残っているのは 

両性花ばかりです。  

 青紫色の実には種がぎっしり詰まっています。画像が

ないので残念ですが、球体の実に詰まっている為か、

三角形やら四角形の形の決まっていない種で、必ず丸

いくぼみがついています。理由は解っていませんが、種

に栄養などを運ぶ管の名残ではないか、と考えていま

す。 

 機会がありましたら、観察してみてください。 

 

 

〇7 月の下見などで観られた生き物たち（順不同、園芸種・植栽種含む、1～4 頁目の生物名と重

複せず） 

 ・木の花 

   イソノキ、イヌザンショウ、クサギ、ハリギリ、 

ヤブミョウガは花期が長いので、つぼみか

ら熟した果実まで観察できる。 

両性花は雌しべが長く

突き出ている。 

雄花は雌しべが目

立たない。 

花後に残っているのは両性花のみ 
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・草の花 

  アオツヅラフジ、アメリカイヌホウズキ、ギシギシ、ギボウシ、ク

ズ、シロツメクサ、セイヨウタンポポ、ツユクサ、ノゲシ、ノコン

ギク、ヒメジョオン、ヘクソカズラ、ヒメイワダレソウ、ヒメジョオ

ン、ヒヨドリジョウゴ、ミズヒキ、ユウゲショウ、ワルナスビ 

・鳥の仲間（〇）は視認せず 

  スズメ、ツバメ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、ヒヨドリ 

 

・昆虫類 

  アオスジアゲハ、アオドウガネ、ナミアゲハ、アブラゼミ、イトトンボの仲間、オオカマキリ（卵）、

オオシオカラトンボ、キイトトンボ、クマゼミ、コカマキリ（幼体）、シオカラトンボ、ジカバチの仲

間、シャチホコガの幼虫、タイワンタケクマバチ、タマムシ？、ツバメシジミ、モンシロチョウ、ルリ

シジミ 

・その他 

  ヒガシニホントカゲ（幼体）、カタツムリの仲間、 

 

 ８月の観察会はありません。 

次回観察会は 9月 27 日（日）森の集会所集合 9：30～です。 

（雷ナウキャストにて雷発生の危険のある場合は中止 

        又、当日朝、熱中症警戒アラート発令の場合は中止にします） 

名東自然俱楽部の HP では毎月の猪高の森の自然観察会の紹介をしています。 

https://sizen.ciao.jp/index.html からご覧になってください。 

（右上の自然観察グループをクリックしてください） 

 

クマゼミ 

https://sizen.ciao.jp/index.html

